
ドイツ語学院ハイデルベルク申込約款 

受講申込者（以下受講者という）は、受講申込書（以

下申込書という）及び本約款を承諾の上、ドイツ語学

院ハイデルベルク（以下本校という）に対し、本校が提

供する講座プログラム（以下講座という）に申し込み、

受講者がこれを承諾する場合において、特定商取引に関

する法律（以下法という）に基づく契約が成立します 

 

く登録手続き＞ 

本校の講座を初めて受講する方は受講登録手続きのために登

録料の支払いが必要です。なお登録料は原則返金できません。 

登録手続き後に交付する登録証は、講座申込時に必ずご提

示ください。登録証は他人に貸与、譲渡することはできま

せん。また登録証を紛失した場合は再交付を申請して下

さい：再交付手数料 1, 000円＋税。休学期間が2年 (8学期）

以上続いた後に講座を受講する場合は、再登録のために再

登録料（再登録時点の登録料の60%）が必要となります。 

 

く受講申込と講座開講の決定＞ 

本校が申込書を受領した日を申込日とし、所定金額の入金

確認をもって正式な申込みとなり席が確保されます。受講

優先順位については別途定めます。受講講座の契約期間

は、申込書に記入された期間となります。受講講座を変更

または追加する場合は、申込講座毎に申込書の提出が必要

です。 

講座は開講日の１週間前までにお申込みください。受講

を希望する講座が定員に満たない場合は、講座が不成立に

なる、または授業時間や日程を変更する場合があります。

講座の不成立は遅くとも開講 2 日前までに確定し、申込

済みの受講生には速やかにご通知いただいた連絡先宛にお

知らせします。 

 

く受講申込者の通知責任＞ 

受講者は氏名、住所、電話番号、電子メールアドレスなど

の個人情報を正しく本校に伝え、変更が生じた場合はそ

の旨を速やかに通知してください。本校では本校の「個人

情報保護に関する方針」に基づきこれらを管理し、ご通知

いただいた連絡先宛に教材等の発送、伝達事項の連絡、緊

急時の対応を行います。情報が不正確であったために、受

講者に不利益が生じた場合、本校では責任を負いません。 

 

＜受講料の支払＞ 

受講料は申込書に記載された金額、方法により定められた

期日までに支払うこととします。 

特に明示した場合を除き受講料には教材費は含まれません。 

継続割引など期限付きの料金割引が適用される場合は、決め

られた期限までにご入金確認ができない場合、割引は適用さ

れません。 

申込み後受講者より繰越等の申請がなく経過した該当講座の

受講期間分については未受講分であっても受講料は消化され

るため返金されず、未払いの受講料がある場合はこれをお支

払いいただきます。 

ただし本校の都合により講座が開講されなかった場合は、対

象講座についてお支払済み受講料は全額返金されます。 

 

＜申込み済み講座の解約及び繰越＞ 

受講者は以下の場合にのみ申込みを解除することができます。 

対象講座：役務提供期間（受講期間）が2か月以上でかつ契約総

額が5万円以上の場合。申込日からその日を含む8日以内は、ク

ーリング・オフ（契約解除）ができます。解約申出は、受講

料・教材費それぞれ書面の提示により行ってください。この場

合、本校は受講者に解約手数料を請求せず、全ての納入金を返

還します。クーリング・オフ期間経過後の場合は、開講前であ

れば解約手数料¥ 15, 000－が受講料全体から差し引かれて返金

されます。開講後の中途解約の場合は、既に経過した受講料

（当学院規定に基づく受講済受講料）と、解約手数料として5万

円又は契約残額の20％いずれか低い額が受講料全体から差引か

れて返金されます。（銀行口座振込の場合、振込手数料は受講

者負担） 

前項に該当しない場合は所定の書面で申出ることにより、繰越

手数料¥ 5, 500((税込)を支払い、受講料の残額を繰越すことが

できます。残額算出規定有。なおこの場合においても登録料は

返還されません 

1) 繰越の手続き — 講座不成立以外の理由の場合は、繰越申請

用紙に医師の診断書、転居届、雇用者 の証明書等休学の事由を

証明する書類を添付し、登録証と共に本校に提出してくださ

い。（繰越申請はお電話・電子メールでの仮受付も承ります） 

休学の事由を証明する書類がない場合は、繰越金が減額となりま

す。繰越金額は繰越規定により算出されます。 

2) 繰越有効期間 — 繰越有効期間は繰越開始から１年後の繰越

をした学期と同一学期までとなります。 



  

3 ) 繰越金の使用 — 有効期間内に実際に開講されている講座ま

たは個人レッスンの受講料としてお使いいただけます。講座申込

手続の際に、繰越処理後にお渡しする「繰越金番号」をご提示く

ださい。繰越金は繰越をした本人に限りご使用いただけます。※

2022年10月24日以降、繰越金は講座・個人レッスンともにオンラ

イン受講にのみ使用可能となります。 

 

＜講座の振替＞ 

総合会話クラス及び特に定める講座の在籍者は、止むを得ない

理由で授業を欠席する場合は、同一内容を行う講座がある場合

に限り３回まで振替授業を受講可能です。詳細は別紙参照。 

 

＜講座の変更（以下クラス変更という）＞ 

受講中の講座のレベルが合わない等の止むを得ない理由がある

時には、同一学期内に限り受講講座のクラス変更を承ります。

（但し、満員の講座への変更はできません） 

1)クラス変更は同一学期につき 1 回に限り無料です。 

2) ２回目以降の変更にはその都度手数料¥ 1, 000円＋税が必要

となります。 

3) 変更前後の受講料に差額がある場合は、差額をお支払いいた

だきます。なお元の講座の受講料が変更後の受講料よりも高い

場合は、受講日数から算出した差額を繰越金（繰越手続きおよ

び手数料不要）としてご使用いただけます。不成立による変更

の場合を除きクラス変更で生ずる差額の返金は承れません。 

 

く休講·補講·欠席＞ 

1) 日曜・祝祭日及び特に定められた期間（春休み・ゴールデン

ウィーク・夏休み・秋休み・年末年始）は休講となります。 

但し、短期集中コースなど一部の講座は休講期間中も授業を行

うことがあります。また祝日であっても授業を行う場合があり

ます。 

2 ) 本校は戦争、暴動、自然災害、交通機関の不通、伝染病の蔓

延など不可抗力により発生した授業の休講、遅滞、変更、中断 

もしくは廃止などの受講者の損害については責任を負わないも

のとします。また成年・未成年を問わず受講者の無断欠席につ

いて、本校は連絡義務を負わないものとします。これら該当講

座については補講および受講料の返還は行われません。 

3 ) 担当講師が急病等で授業を行えない場合 、代講または休講

となることがあります。休講の場合には、原則として同一学期

内に補講を行います。 

 

＜受講制限＞ 

本校は以下の場合、受講者に対して本人の意思にかかわらず受

講制限をすることができるものとします。またその分の補講実

施義務は負わないものとします。 

l )  受講者またはその同居者が感染症など伝染病にかかってい

ると思われる場合 

2) 飲酒などの理由で通常の受講が困難と判断される場合 

3)暴言、暴力、大声などで授業の進行を妨害するなど、他の受

講者に著しく迷惑のかかる態度が認められた場合 

 

＜講師の変更などその他注意事項＞ 

1) 講師名が明示されていない講座の担当講師は開講直前に決定

されます。 

2) すでに決定済の講座においても、やむを得ない理由により講

師や講座内容が変更になることがあります。 

3) 受講者は、講座で提供される本校オリジナルの教材につい

て、複製・改変または第３者への貸与・譲渡などはできませ

ん。授業内容の録音・録画も担当講師の許可がある場合を除き

原則としてご遠慮いただきます。 

 

＜合意管轄＞ 

本約款の内容について、疑問が生じた場合、その他約款に関し

て紛争が生じた場合は両者協議の上、解決するものとします。 

本約款は、事情により告知なしに変更されることがあります。

変更があった場合、本校は学内およびホームページに掲示をす

ることにより受講者にその旨通達します。 

受講者は本約款に同意の上、講座に申込みをするものとしま

す。 

 

ドイツ語学院ハイデルベルク 2022- 6- 13（改定） 

約款への同意と署名 申込約款を承諾の上、下記にご署名ください。          ID: 

約款に同意し、別紙申込書に記載した講座に申し込みます。 

 

本人ご署名  

未成年 (20 歳未満）者は、保護者の署名が必要です。 年    

 


